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「
科
学
」
は

英
語
で
「
サ
イ

エ
ン
ス

(science)
」
と
表
現
す
る
が
、
そ
の
語
源
は

ラ
テ
ン
語
の
「
ス
キ
エ
ン
テ
ィ
ア

(scientia
)」

で
あ
り
、
最
初
の
sci
は
「
は
さ
み
」
を
意
味

す
る
英
語
「
シ
ザ
ー
ズ

(scissors)
」
の
sci

と
同
＿
の
言
葉
で
、
分
割
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
す
な
わ
ち
、
科
学
と
は
物
質
を
要
素
に
細

分
し
て
原
理
を
発
見
す
る
こ
と
を
目
指
す
行
為

で
あ
り
、
数
多
く
の
要
素
を
統
合
し
て
有
用
な

製
品
を
製
造
す
る
「
技
術
」
と
は
反
対
の
概
念

で
あ
る
。

こ
の
分
割
の
程
度
は
三
桁
ご
と
に
ラ
テ
ン
語

の
接
辞
で
表
現
さ
れ
、
基
準
の
数
蜃
の
一

0
0

0
分
の

一
は
「
ミ
リ
」
、
一
0
0
万
分
の
一
は
「
マ

ィ
ク
ロ
」

‘
1
0億
分
の
一
は
「
ナ
ノ
」
、

一
兆

分
の
一
は
「
ピ
コ
」
と
名
付
け
ら
れ
る
。
そ
の

反
対
に
、
拡
大
し
て
い
く
単
位
は
＿
＿
＿
桁
ご
と
に

ギ
リ
シ
ャ
語
が
使
用
さ
れ
、
一
0
0
0倍
は
「
キ

ロ」

‘
1
0
0
万
倍
は
「
メ
ガ
」

‘
1
0億
倍
は

「
ギ
ガ
」
、
一
兆
倍
は
「
テ
ラ
」
と
な
っ
て
い
る

（図
1
)
。

こ
の
科
学
の
基
本
精
神
を
反
映
し
、
人
間
は

古
来
、
物
質
を
分
割
し
、
分
子
、
原
子
、
原
子

核
、
素
粒
子
を
発
見
し
て
き
た
。
物
質
に
よ
っ

て
相
違
す
る
が
、
大
略
、
分
子
は
ナ
ノ
メ
ー
ト

科
学
は
事
物
を
分
割
す
る
こ
と

ル
の
規
模
、
原
子
は
ピ
コ
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で

あ
り
、
以
前
は
観
察
す
る
だ
け
の
対
象
で
あ
っ

た
が、

こ
の
分
子
や
原
子
の
単
位
で
有
用
な
製

品
を
製
造
し
よ
う
と
い
う
技
術
が
登
場
し
て
き

た
。
そ
れ
が
今
回
の
主
顆
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
で
あ
る
。

ド
レ
ク
ス
ラ
ー
の
大
胆
な
発
想

こ
の
技
術
を
最
初
に
発
想
し
た
の
は
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
物

理
学
者

R
.
p
．
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
と
さ
れ
て
い

る
。

一
九
五
九
年
末
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科

図1規模の単位
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図2 『創造する機械』
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大
学
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
物
理
学
会
で

「
底
辺
に
は
無
限
の
空
間
が
あ
る
」
と
い
う
演

題
で
講
演
し
、
物
質
を
細
分
し
て
い
け
ば
「
針

先
程
度
の
物
質
に
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
の
す

べ
て
の
内
容
を
記
録
す
る
技
術
が
可
能
」
と
い

う
事
例
を
紹
介
し
た
。

こ
の
よ
う
な
技
術
を
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
命
名
し
た
の
は
、
東
京
理
科
大
学
の
谷
口
紀

男
教
授
で
「
原
子
一
個
や
分
子
一
個
の
単
位
で

素
材
を
分
離
・
形
成
・
変
形
す
る
技
術
」
を
一

九
七
四
年
に
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
残
念
な

が
ら
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
世
界
で
話
題
に

な
っ
た
の
は
、
一
九
八
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
若

手
学
者
K
.
E
・
ド
レ
ク
ス
ラ
ー
が
出
版
し
た

『創
造
す
る
機
械

・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
で

あ
る
（
図
2
)
。

ド
レ
ク
ス
ラ
ー
は
「
こ
れ
ま
で
の
技
術
は
原

子
や
分
子
を
一
括
し
て
処
理
す
る
バ
ル
ク
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
原
子
や
分

子
を
制
御
し
精
密
に
操
作
す
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
想
像
も
で
き
な
か
っ

た
革
新
を
世
界
に
も
た
ら
す
」
と
説
明
し
て
い

る
。
こ
の
時
点
で
は
当
分
実
現
し
な
い
技
術
と

想
像
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
る
成
果
が
発
表
さ
れ

た
結
果
、
一
気
に
実
現
可
能
な
技
術
と
し
て
注

目
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
。

ま
ず
＿
九
八
二
年
に
ス
イ
ス
に
あ
る
I
B
M

の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
研
究
所
で
二
人
の
物
理
学
者
G

・
ビ
ニ
ッ
ヒ
と

H
・
ロ
ー
ラ
ー
が
、
き
わ
め
て

先
鋭
な
探
針
の
先
端
を
物
質
の
表
面
に
接
近
さ

せ
て
原
子
の
状
態
を
観
測
で
き
る
走
査
型
ト
ン

ネ
ル
顆
微
鏡

(
S
T
M
)
を
発
明
し
た
。
二
十
世

紀
初
頭
か
ら
構
築
さ
れ
て
き
た
量
子
力
学
に
よ

り
、
理
論
と
し
て
原
子
の
存
在
は
明
確
に
な
っ

て
い
た
が
、
こ
の
発
明
に
よ
り
人
間
は
原
子
を

直
接
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
八
九
年
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
に

あ
る
ー

B

M
の
ア
ル
マ
デ
ン
研
究
所
の
物
理
学

者

D
・
ア
イ
グ
ラ
ー
が
走
査
型
ト
ン
ネ
ル
顕
微

鏡
を
使
用
し
て
三
十
五
個
の
キ
セ
ノ
ン
原
子
を

＿
個
一
個
操
作
し
、
ニ
ッ
ケ
ル
の
表
面
に
ー
B

M
と
い
う
文
字
に
な
る
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
レ
ク
ス
ラ
ー

の
提
唱
し
た
原
子
や
分
子
の
配
置
を
設
計
図
面

の
よ
う
に
構
成
す
る
構
想
が
現
実
の
技
術
と
し

て
研
究
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
革
新
技
術
に
国
家
と
し
て
最
初
に
挑
戦

を
開
始
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
布
石
と

し
て
、
一
九
九
二
年
に

A
・
ゴ
ア
上
院
議
員
が

中
心
と
な
っ
て
ド
レ
ク
ス
ラ
ー
を
上
院
の
会
議

に
招
致
し
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
将
来
に
つ

い
て
討
議
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
議
論
の
内

容
は
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
議
員
立
法
が
中
心

の
ア
メ
リ
カ
の
議
会
で
は
譲
員
も
相
当
に
勉
強

し
て
お
り
、
か
な
り
詳
細
な
質
疑
が
展
開
さ
れ

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ゴ
ア
上
院
譲
員
が
副
大
統
領
と
な
っ
た

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
二

0
0
0年
に
B
．
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
自
身
が
「
国
家
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
戦
略

(
N
N
ー
）
」
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

工
科
大
学
で
発
表
し
、
四
十
年
前
に
同
一
の
場

所
で
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
教
授
が
講
演
し
た
内
容
を

下
敷
に
「
ア
メ
リ
カ
譲
会
図
書
館
の
蔵
書
す
べ

て
を
角
砂
糖
一
個
分
の
記
憶
素
子
に
収
容
す

る
」
と
発
表
し
た
た
め
、
一
般
の
人
々
も
技
術

世
界
に
波
及
し
た
ア
メ
リ
カ
の
国
家
計
画
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の
威
力
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
国
家
戦
略
に
対
応
し
、
ア
メ
リ
カ
は
連

邦
政
府
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開
発
予
算

を
二

0
0
1
年
の
五
億
ド
ル
か
ら
二

0
1
0年

に
は
四
倍
に
増
加
さ
せ
て
き
た
（
図
3
)
。
こ
の

よ
う
な
動
向
に
反
応
し
、
日
本
は
二

0
0
一
年

の
「
第
二
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」
で
「
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
分
野
」
を
重
点
領
域
と

し、

E
uも
全
体
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
構

成
す
る
各
国
も
組
織
を
新
設
す
る
な
ど
、
世
界

が
競
争
す
る
分
野
に
発
展
し
た
。

N

N
ー
で
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
「
一

i

1
0
0
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
規
模
の
物
質
を
対
象
と

す
る
科
学
・
工
学

・
技
術
」
と
定
義
し
て
い
る

図3NNIの研究開発投資金額（億＄）
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図4ナノマシンの部品

図5ナノマテリアルの粒径（ナノメートル）

が
、
ド
レ
ク
ス
ラ
ー
は
走
査
型
ト
ン
ネ
ル
顕
微

鏡
を
道
具
と
し
て
分
子
を
立
体
に
配
置
し
て
軸

受
の
よ
う
な
機
械
部
品
を
製
造
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
た
（
図
4
)
。
こ
の
方
法
は
分
子
間
力

や
表
面
張
力
の
影
響
で
実
現
不
能
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
が
、
分
子
の
単
位
で
特
定
の
目
的
の

機
構
を
実
現
す
る
方
法
が
開
発
さ
れ
た
。

二
0
一
六
年
の
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
受
賞
者
は

J
I
I
P
・
ソ
ヴ
ァ

ー
ジ
ュ
、

J
.
F
・
ス
ト
ダ

ー
ト
、

B
.
L
・
フ
ェ
リ
ン
ガ
の
三
名
で
、
そ

の
業
績
は
「
分
子
機
械
の
設
計
と
合
成
へ
の
貢

献
」
で
あ
っ
た
。
ド
レ
ク
ス
ラ
ー
の
物
理
的
方

法
で
は
な
く
化
学
的
方
法
を
開
発
し
、
実
際
に

す
で
に
実
用
に
な
っ
て
い
る
技
術

40 60 80 100 

分
子
モ
ー
タ
ー
、
分
子
メ
モ
リ
ー
、
分
子
エ
レ

ベ
ー
タ
な
ど
が
実
現
し
て
い
る
。
た
だ
し
実
用

に
は
時
間
が
必
要
で
、
現
在
、
実
用
に
な
っ
て

い
る
の
は
素
材
分
野
で
あ
る
。

粒
径
が
一
0
0
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
(
-
メ
—
ト

ル
の

1
0
0
0
万
分
の
一
）
以
下
の
素
材
を
ナ

ノ
マ
テ
リ
ア
ル
と
表
現
す
る
が
、
実
用
に
な
っ

て
い
る
材
料
は
数
多
く
存
在
す
る
（
図
5
)
。
酸

化
亜
鉛
や
酸
化
チ
タ
ン
は
紫
外
線
散
乱
剤
と
し

て
日
焼
け
止
め
化
粧
品
に
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
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そ
れ
ら
の
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
は
可
視
光
線
の
波

長
よ
り
小
径
で
あ
り
、
皮
膚
に
塗
布
し
て
も
透

明
で
あ
る
う
え
紫
外
線
防
止
効
果
も
あ
る
た
め

化
粧
品
類
に
混
入
さ
れ
て
い
る
（
図
6
)
。

粒
径
が
五

0
0ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
程
度
以
下
の

炭
素
の
粒
子
が
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
で
、
大
半

は
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
補
強
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ

る
が
、
塗
料
、
顔
料
、
導
電
素
材
な
ど
に
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ

ッ
ク
は
炭
素

以
外
の
物
質
も
結
合
し
て
い
る
が
、
炭
素
原
子

の
み
で
構
成
さ
れ
た
集
合
は
フ
ラ
ー
レ
ン
と
命

名
さ
れ
、
球
状
に
な
っ
た
物
質
や
筒
状
に
な
っ

図6化粧品分野での市場規模推定（億円）
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兵
器
に
利
用
さ
れ
る
技
術

た
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
が
あ
り
、
化

粧
品
や
医
薬
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

六
十
個
の
炭
素
原
子
が
結
合
し
て
サ

ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
状
態
に
な

っ
た
物
質
の
存
在
を
一
九
七

0
年
に
発
表
し
た
の
は
大
澤
映
二
、
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
存
在
を
一
九
七
六
年
に
指
摘

し
た
の
は
遠
藤
守
信
、
一
九
九
一
年
に
カ
ー
ボ

ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
を
発
見
し
た
の
は
飯
島
澄
男

な
ど
日
本
の
学
者
で
あ
っ
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
受
賞
者
は
残
念
な
が
ら
、
一
九
八
五
年
に

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
状
態
の
フ
ラ
ー
レ
ン
を
発
見

し
た
三
人
の
外
国
の
学
者
で
あ

っ
た
。

こ
こ
ま
で
は
素
晴
ら
し
い
技
術
の
よ
う
で
あ

る
が
、
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ナ
ノ
マ
テ

リ
ア
ル
が
人
体
の
健
康
に
影
響
す
る
と
い
う
証

拠
は
な
い
し
、
世
界
で
使
用
を
規
制
す
る
制
度

も
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
皮
膚
を
透
過
し
て

細
胞
核
内
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
と
い
う
実
験

結
果
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
公
的
機
関
な
ど
が

影
轡
を
検
討
し
は
じ
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
特
性
を
利
用
し
た
兵

器
の
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

映
画

『ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
』
の
原
作

の
著
者
M
・
ク
ラ
イ
ト
ン
の

『プ
レ
イ
（獲
物
）』

（二

0
0
二
）
と
い
う
小
説
が
あ
る
。
医
療
目

的
で
開
発
さ
れ
た
ナ
ノ
マ
シ
ン
が
研
究
機
関
か

ら
漏
洩
し
、
自
己
増
殖
し
て
人
間
を
襲
撃
し
て

く
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
兵
器
と
し

て
開
発
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
は
「
防

衛
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開
発
計
画
」
（
ニ

0
0
九
）
を
発
表
し
て
い
る
し
、
ロ
シ
ア
、
中

国
な
ど
も
研
究
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
装
置
は
「
ナ
ノ
ボ

ッ
ト

（ナ
ノ

規
模
の
ロ
ボ
ッ
ト
）
」
と
命
名
さ
れ
、
ガ
ン
細

胞
を
個
別
に
攻
撃
す
る
治
療
目
的
で
研
究
さ
れ

は
じ
め
て
い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
は
軍
民
両

用
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
兵
器
と
し
て
も
開
発

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
法
は
ア
リ
や
ハ
チ
が
大

群
で
獲
物
に
殺
到
す
る
「
ス
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

（大

軍
殺
到
）
」
戦
略
で
、
ナ
ノ
ボ

ッ
ト
が
敵
軍
の

兵
士
や
兵
器
に
殺
到
す
る
と
い
う
、

「
フ
レ
イ
』

に
描
写
さ
れ
た
光
景
に
な
る
。

二
0
三
0
年
代
に
は
ナ
ノ
兵
器
が
大
国
の
パ

ワ
—
バ
ラ
ン
ス
の
決
定
要
因
に
な
る
と
い
う
見

解
も
あ
る

(
L
.
A
・
デ
ル
モ
ン
テ

「人
類
史

上
最
強
ナ
ノ
兵
器
」

二

0
一
七
）。

冒
頭
に
紹

介
し
た
よ
う
に
、
科
学
は
対
象
を
際
限
な
く
分

割
し
て
い
く
仕
事
で
あ
る
が
、
そ
の
科
学
が
ナ

ノ
単
位
ま
で
到
達
し
た
成
果
を
、
統
合
す
る
こ

と
が
仕
事
で
あ
る
技
術
が
実
現
し
た
現
実
が
ナ

ノ
兵
器
で
あ
る
。
憂
鬱
な
気
分
に
な
る
が
、

れ
も
人
類
の
歴
史
の
一
面
で
あ
る
。

こ
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